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1 nn mM となる確率を考える。 ),( nn mM の組は 5通り。 
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すべての目が nM である確率、すべての目が nm である確率は同じで、
n










6

1
 

1 nn mM となる確率は 































nn

6

1
2

3

1
5  

1≦nn mM  となる確率は 
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余事象により、 1 nn mM となる確率は 
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